
 

第
三
十
二
回
月
山
俳
句
大
会 

選
考
結
果 

 

◆
町
長
賞
◆ 

 
 

月
山
へ
一
気
飛
翔
の
青
鷹 

 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

霧
野 

萬
地
郎 

 【
山
田
貴
世
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

見
え
ぬ
日
も
仰
ぐ
月
山
冬
木
の
芽 

 
 
 
 

東
京
都 

 

稲
吉 

豊 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

月
山
の
風
に
向
け
て
は
大
根
干
す 

 
 
 
 

山
形
市 

 

栗
原 

た
だ
し 

月
山
を
炙
り
だ
し
た
る
草
紅
葉 

 
 
 
 
 

上
山
市 

 

北
澤 

和
美 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 
 

吹
雪
の
夜
の
風
呂
が
一
番
志
津
の
宿 

 
 
 

東
根
市 

 

本
田 

本
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

持
つ
て
け
と
ば
か
り
に
庭
の
大
根
山 

 
 
 

酒
田
市 
 
藤
丸 

美
生 

鍋
に
湯
を
た
ぎ
ら
せ
狩
猟
解
禁
日 

 
 
 
 

河
北
町 

 

小
山
田 
英
子 

 

【
阿
部
月
山
子
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

初
時
雨
草
鞋
の
行
者
山
駆
け
る 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

高
橋 

淳
子 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

月
山
へ
一
気
飛
翔
の
青
鷹 

 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

霧
野 

萬
地
郎 

厄
詣
女
人
禁
止
の
地
に
女
人 

 
 
 
 
 
 

東
根
市 

 

冨
樫 

正
義 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 

浮
橋
の
揺
れ
残
り
た
る
夕
紅
葉 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

清
野 

佐
知
子 

秋
澄
め
り
人
馬
一
体
打
毬
か
な 

 
 
 
 
 

東
根
市 

 

阿
部 

小
夜
子 

月
山
の
麓
広
ご
る
大
花
野 

 
 
 
 
 
 
 

秋
田
県 

 

田
口 

穂
心 



 
【
鈴
木
正
子
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

月
山
へ
一
気
飛
翔
の
青
鷹 

 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

霧
野 

萬
地
郎 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

月
山
や
清
濁
す
べ
て
雪
の
中 

 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

関 
 

美
晴 

見
に
入
む
や
仏
足
石
の
罅
の
跡 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

井
上 

多
桂
子 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
音
の
に
は
か
華
や
ぎ
鮭
上
る 

 
 
 
 
 

東
京
都 

 

髙
橋 

き
よ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬
追
や
手
斧
目
光
る
武
家
厨 

 
 
 
 
 
 

村
山
市 

 

小
室 

哲
範 

一
軒
の
た
め
だ
け
の
径
秋
灯
火 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

金
谷 

ゆ
か
り 

 

【
工
藤
稲
邨
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

照
紅
葉
絵
の
具
溶
け
合
ふ
五
色
沼 

 
 
 
 

山
形
市 
 

栗
原 

た
だ
し 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

山
深
し
青
空
お
ほ
ふ
照
紅
葉 

 
 
 
 
 
 

河
北
町 

 
日
塔 

貞
子 

車
窓
よ
り
見
遣
る
干
柿
懐
か
し
き 

 
 
 
 

茨
城
県 

 

齋
藤 
み
ね 

 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 

村
人
に
成
り
済
ま
し
た
る
案
山
子
か
な 

 
 

山
形
市 

 

松
田 

恵
子 

身
に
入
む
や
仏
足
石
の
罅
の
跡 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

井
上 

多
桂
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
い
つ
帰
る
」
問
う
母
も
な
き
師
走
か
な 

 

神
奈
川
県 

岩
谷 

明
子 


